
 

 

    
 

 

 ２学期の初めに当たって               校長  緒方 直彦 
長い夏休みが終わり、学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。 この夏は全国各地で地震

や豪雨による災害が発生し、改めて自然災害への備えの重要性を感じる機会となりました。本校

では夏季休業中に防災講演会を実施し、大規模災害への対応や日頃からの備えについて学ぶ機

会を設けました。災害はいつ、どこで発生するか分かりません。学校では引き続き安全教育や避難

訓練、防災体制の充実に取り組んでまいります。ご家庭におかれましても、非常持ち出し品の確認

や避難場所・連絡方法について話し合うなど、日頃からの備えを進めていただきたいと思います。 

さて、今年も厳しい暑さが続いていますが、これから季節は少しずつ秋、そして冬へと向かいます。

2 学期は一年の中でも最も長い学期であり、学習や行事が充実する一方、暑さによる疲れが出た

り、朝夕の気温差から体調を崩したりしやすい時期でもあります。睡眠や食事、適度な運動を心掛

けながら、体調管理に努めてほしいと思います。子供たち一人一人が健康に過ごせるよう、学校で

も丁寧に見守ってまいります。また、2 学期は「あきスポウィーク」として新たな形での発表を計画し

ており、子供たちの学習の成果や成長の姿をこれまで以上に発信できる機会にしたいと考えてい

ます。そのために、日々の授業への取組が何より大切です。毎日の学習や活動を積み重ね、自分ら

しさを発揮しながら仲間と協力して準備を進め、充実した取り組みになることを期待しています。 

 

「第 4 回 都立学校フェスティバル」            副校長  畑 優佳 

夏季休業中の 8 月 22 日（土）、イオンモール日の出で「第 4 回 都立学校フェスティバル」が

開催されました。今年度、本校は青峰学園・羽村特別支援学校とともに初参加しました。西多摩地

区の都立高等学校１０校と地元企業が連携した催しでした。 

本校は、全学部の図工・美術作品と動くふたばちゃんや作業学習での成果を展示しました。 

学部ごとに 1 枚のパネルを用意し、作品画像をコラージュして紹介しました。パネルに収まり切らな

い作品は DVD にまとめ、会場で上映しました。作業学習製品の出来栄えに感動し、販売がないこ

とを残念がってくださる方もおり、子どもたちの日頃の頑張りがお褒めの言葉につながっていること

を実感しました。在校生や保護者の方、卒業生にも御来場いただき、ありがとうございました。 

当日の会場では、各都立高等学校による和太鼓やバンド演奏、ダンス発表などが行われ、通路

に人があふれるほど大変な盛り上がりを見せました。生徒にとって貴重な発表の場となり、制作ブ

ースで来場者に対応し、喜んでいただく姿は、よい社会経験となりました。買い物に来た家族連れ

の方々も楽しんでいました。各校ブースでは学校案内や進学相談、企業ブースでは就職相談も行

われました。アンケートでは、「都立校のことがよく分かった」「◎◎高校に行きたい」など、具体的

な校名を挙げた回答もありました。幅広い取組を通して「地域と協働し、共生の輪を広げながら、

地域に貢献する」ことができていると感じました。次年度も開催予定です。本校の取組を地域に広

くお知らせしながら、「共生社会の実現」に貢献していきます。 

令和８年９月 1 日（火）  第 6 号 
学 校 だ よ り 東京都立あきる野学園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あきる野学園の給食 

あきる野学園では、毎日約 500 食の給食を校内の調理室で調理しています。 

調理室から良い香りが漂ってくるので、子供たちが「今日の給食は〇〇かな？」とお昼を待

ち遠しくしている様子を見ます。ただ、残念なことに、本校の調理室は中が見えづらい構造に

なっています。せっかくの自校調理なのに、作っている人と調理の様子が見えないのはもった

いないと思い、度々調理の様子の動画を作り、給食時間に見てもらう取り組みを始めました。    

右の動画は、年度初めに給食の紹介として作った調理の様子の動画です。 

 調理員さんへの感謝の気持ちを育み、食への関心を高めるため、今後もこの 

 取り組みを続けていきたいと思います。 

 

 

 

学校ホームページはこちら 

学校評価アンケート 

保護者アンケートのお知らせと、児童・生徒用のアンケート用紙を本日配布させていただきま

したので、9 月１８日（金）までのご提出をお願いいたします。 

多くの回答をいただき、よりよい学校づくりに生かしてまいります。ご協力のほど、よろしくお願

いいたします。 

よりよい社会をつくるため・暮らすために～主権者・消費者としての学び～ 

高等部の生徒が将来、社会の一員として自

分らしく生活していけるよう、主権者教育と消

費者教育に取り組んでいます。満 18 歳以上

になると、選挙で投票することができ、社会の

在り方について自分の意思を示す機会が生

まれます。学校では、係活動や委員会活動、模

擬選挙などを通して、自分の考えをもち、伝

え、選び、決める経験を大切にしています。ま

た、成年年齢が 18 歳に引き下げられたこと

で、在学中から自分の判断で契約できるよう

にもなります。 

消費者教育では、買い物の仕組みやお金の使い方、契約、商品やサービスの選び方など

を学び、安心して生活するための力を育てています。ぜひ、御家庭でも、日常の中で「選ぶ」

「決める」経験を大切にしていただければと思います。 

給食室の調理の様子（クリック）→ 

水道局出前授業の様子高等部 1 年生 

社会科の「公共施設の役割と利用の仕

方」の単元で、水道施設の仕組みと水資

源について学びました。 
※画像の他への転用はご遠慮ください。 

https://youtu.be/cPPcu4aoido?feature=shared
https://akiruno-sh.metro.ed.jp/site/zen/
https://youtu.be/cPPcu4aoido?feature=shared

